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五
十
肩
の
治
療

　

中
年
以
降
に
多
い
五
十
肩
。

悩
ま
さ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
正
し
い
知
識
で
治
療

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
①
肩
の
痛
み
を

お
さ
え
る
こ
と
②
肩
の
動
き
づ

ら
さ
を
解
消
す
る
こ
と
で
す
。

　

肩
の
痛
み
が
強
い
、
つ
ま
り

炎
症
が
強
い
時
期
は
腕
を
上
げ

た
り
、
物
を
持
っ
た
り
と
い
っ

た
肩
に
負
担
が
か
か
る
動
作
は

避
け
て
安
静
に
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
時
に
三
角
巾
で
肩
を

安
静
に
保
つ
こ
と
も
必
要
と
な

り
ま
す
し
、
痛
み
止
め
を
服
用

し
た
り
、
炎
症
を
抑
え
る
ス
テ

ロ
イ
ド
剤
の
注
射
を
行
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

少
し
ず
つ
痛
み
が
治
ま
っ
て

く
る
と
次
に
悩
ま
さ
れ
る
の
が

肩
の
動
き
づ
ら
さ
で
す
。
こ
れ

は
炎
症
が
強
い
時
期
に
肩
を
動

か
さ
な
い
こ
と
で
生
じ
る
血
行

不
良
や
組
織
の
癒
着
が
原
因
で

生
じ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
炎
症
が
治
ま
り
肩
の
動
き

づ
ら
さ
を
自
覚
し
た
際
は
肩
の

関
節
を
動
か
す
リ
ハ
ビ
リ
を
で

き
る
だ
け
早
期
に
始
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
入
浴
や
カ
イ
ロ

な
ど
で
肩
を
温
め
血
行
を
良
く

し
て
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
と

効
果
的
で
す
。
代
表
的
な
リ
ハ

ビ
リ
は
タ
オ
ル
を
使
っ
た
運
動

で
す
（
タ
オ
ル
を
肩
幅
の
位
置

で
両
手
で
持
ち
、
そ
の
ま
ま
腕

を
挙
げ
て
下
ろ
す
運
動
、
挙
げ

た
タ
オ
ル
を
横
に
動
か
す
運
動

を
繰
り
返
し
行
い
ま
す
）。

　

こ
の
よ
う
に
五
十
肩
の
治
療

は
痛
み
が
強
い
時
期
は
安
静
と

痛
み
を
お
さ
え
る
治
療
、
痛
み

が
治
ま
っ
た
時
期
は
積
極
的
に

肩
を
動
か
す
治
療
を
行
う
と
い

っ
た
よ
う
に
経
過
に
応
じ
て
正

し
い
治
療
を
行
う
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

小
金
井
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　

天
野　

秀
介

 　

精
神
疾
患
の
あ
る
方
で
、
認
定

を
受
け
た
方
を
対
象
に
、
精
神
医

療
に
係
る
通
院
、
デ
イ
ケ
ア
、
訪

問
看
護
、
て
ん
か
ん
の
診
療
や
薬

代
な
ど
の
医
療
費
の
自
己
負
担

を
、
３
割
か
ら
原
則
１
割
に
軽
減

し
ま
す
。

　

認
定
さ
れ
た
方
に
は
受
給
者
証

を
交
付
し
ま
す
。
障
が
い
の
程
度

や
所
得
状
況
に
よ
っ
て
は
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
必
要
書
類
申
請
書
（
自
立
生
活

支
援
課
で
配
布
）
、
診
断
書
（
都

の
指
定
す
る
診
断
書
で
、
発
行
か

自
立
支
援
医
療
費
制
度

（
精
神
通
院
）
を

ご
存
じ
で
す
か

ら
３
か
月
以
内
の
も
の
）
、
健
康

保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

■
有
効
期
限
１
年
間
（
更
新
は
３

か
月
前
か
ら
申
請
で
き
ま
す
） 

自
立
生
活
支
援
課
相
談
支
援
係

（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
４
１
）

３８７
 　

現
在
、
重
度
心
身
障
害
者
手
当

を
受
け
て
い
る
方
は
、
現
況
届
を

提
出
し
な
い
と
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

対
象
の
方
に
は
、
現
況
届
の
用

紙
を
１
月
下
旬
に
発
送
し
ま
し

た
。
届
か
な
い
方
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問

重
度
心
身
障
害
者
手
当
の

現
況
届
を
忘
れ
ず
に

■
受
付
期
間
２
月
１
日
（
月
）
～

　

日
（
金
） 

自
立
生
活
支
援
課

２６障
害
福
祉
係
（
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

４
２
）

 　

こ
の
事
業
は
、
毎
年
２
月
に
実

施
し
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
寄
附
金
は
、
交
通
事
故
・
自
然

災
害
な
ど
で
一
家
の
働
き
手
を
失

っ
た
市
内
の　

歳
以
下
の
遺
児
へ

１８

の
援
護
金
や
、
子
育
て
・
子
育
ち

支
援
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

 

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
０
０
１
１
）

 　

相
続
等
で
不
明
な
点
な
ど
を
、

司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

 

２
月　

日
（
木
）
午
後
１
時　

２５

３０

分
～
３
時　

分 

社
会
福
祉
協
議

４０

会 
　

人
（
申
込
順
） 

２
月
１

１２

日
か
ら
、
電
話
で
権
利
擁
護
セ
ン

タ
ー（
☎　

儿　

儿
０
１
２
１
）へ

０４２

３８６

  

２
月　

日
（
木
）
午
前　

時
か

２５

１０

ら
（
９
時　

分
開
場
） 

社
会
福

４５

祉
協
議
会 

渡
辺
和
成
さ
ん
（
司

法
書
士
） 
　

人
（
申
込
順
） 

２０

２
月
１
日
か
ら
、
電
話
で
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
０
１

０４２

３８６

２
１
）
へ

問

子
育
て
支
援

一
円
貨
募
金
運
動
に

ご
協
力
を

問相
続
・
遺
言
・

成
年
後
見
制
度
相
談
会

時

所

定

申

市
民
啓
発
講
演
会

今
か
ら
始
め
よ
う
！
老
い
じ

た
く

儿
遺
言
・
成
年
後
見
制
度
・

死
後
の
事
務
整
理

時

所

講定

申

   

３
月
３
日
（
水
）
午
後
１
時　
３０

分
～
３
時 

前
原
暫
定
集
会
施
設

 

千
野
晃
さ
ん
（
市
歯
科
医
師
会

会
員
） 
　

人
（
申
込
順
） 

２

１５

月
１
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  

３
月
４
日
～　

日
の
毎
週
木
曜

１８

日
午
前
９
時　

分
か
ら
、　

時　

４５

１０

１５

分
か
ら 

保
健
セ
ン
タ
ー 

歯
磨

き
練
習
、
栄
養
講
話
等
※
希
望
者

は
歯
科
健
診
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す 

平
成　

年
８
月
生
ま
れ

３０

（
２
歳
６
か
月
）
～
令
和
２
年
２

月
生
ま
れ
（
１
歳
）
の
子
ど
も
※

転
入
等
で
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て
い

る
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い 

各
回　

人
（
申
込
順
） 

２
月
１

１０

日
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  

３
月
１
日
（
月
）
午
後
１
時
受

付
開
始
（
健
診
終
了
は
３
時
ご

ろ
） 

保
健
セ
ン
タ
ー 

個
別
健

診
未
受
診
（
予
定
も
含
む
）
で
、

お
お
む
ね　

～　

週
の
妊
婦
の
方

１６

２７

 
　

人
（
申
込
順
） 

２
月
１
日

１０
か
ら
、
電
話
で
健
康
課
へ

  

２
月　

日
（
土
）
午
前
９
時
～

２７

　

時 

保
健
セ
ン
タ
ー 

管
理
栄

１１養
士
に
よ
る
個
別
相
談 

乳
幼
児

健康ガイド

貫
井
北
町
５
儿　

儿　
18

18

〒　
儿
0
0
1
5

184
健
康
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

（
☎　
儿　

儿
1
2
4
0
）

042

321

唾
液
で
お
口
の

老
化
防
止

儿
唾
液
は
お
口
の
衰
え
を

　

遅
ら
せ
て
く
れ
ま
す

歯
科
健
康
講
演
会

時

所

講

定

申

む
し
歯
予
防
教
室

時

所

内

対

定

申

妊
婦
歯
科
健
診

時

所

対

定

申

子
ど
も
の
食
事
の
個
別
相
談

時

所

内対

～
未
就
学
児
の
保
護
者 

５
人

（
申
込
順
） 

２
月
１
日
か
ら
、

電
話
で
健
康
課
へ

 
【
２
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

３
月　

日
（
木
）
午
後
２
時　

１８

４５

分
～
３
時　

分 

お
お
む
ね
６
～

４５

７
か
月
児
の
保
護
者

【
３
回
食
へ
の
進
め
方
】

 

３
月
５
日
（
金
）
午
後
１
時　
３０

分
～
２
時　

分 

お
お
む
ね
８
～

４５

　

か
月
児
の
保
護
者

１１

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

 

保
健
セ
ン
タ
ー 

管
理
栄
養

士
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
講
義
等

 

各
日
９
人
（
申
込
順
） 

母
子

同
室
で
す 

２
月
１
日
か
ら
、
電

話
で
健
康
課
へ

  

３
月
６
日
（
土
）、　

日
（
土
）

１３

午
前　

時
～
午
後
１
時 

保
健
セ

１０

ン
タ
ー 

妊
娠
、
出
産
、
育
児
の

話
、 
沐 
浴
実
習
等 

お
お
む
ね　

も
く

１６

～　

週
の
妊
婦
と
パ
ー
ト
ナ
ー
の

２７
方
（
妊
娠
週
数
は
目
安
で
す
） 

各
日　

組
（
申
込
順
。
初
産
婦
の

１８

方
優
先
） 

２
月
１
日
か
ら
、
電

話
で
健
康
課
へ

 　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
対
象
の
方
に
は
昨
年
の
４

月
下
旬
に
案
内
を
郵
送
し
て
い
ま

す
が
、
未
接
種
で
接
種
を
希
望
す

る
方
は
、
３
月　

日
ま
で
に
お
済

３１

ま
せ
く
だ
さ
い
。

 

指
定
医
療
機
関
（
要
事
前
予

約
） 

市
内
在
住
で
、
過
去
に
接

種
歴
が
な
く
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方
▽　

～　

歳
で
、
心

６０

６４

定

申

離
乳
食
教
室

時

対

時

対

所

内

定

他

申

両
親
学
級

時

所

内

対

定

申

高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か

所

対

臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
障

害
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
の
障
が
い
の

あ
る
方
（
障
害
者
手
帳
１
級
）
▽

令
和
２
年
度
中
に　

歳
・　

歳
・

６５

７０

　

歳
・　

歳
・　

歳
・　

歳
・　

７５

８０

８５

９０

９５

歳
・　

歳
に
な
る
方
■
自
己
負
担

１００

額
５
千
円
※
生
活
保
護
世
帯
の
方

は
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す 

健
康

課
 　

気
管
支
ぜ
ん
息
、
慢
性
気
管
支

炎
、
ぜ
ん
息
性
気
管
支
炎
、
肺
気

し
ゅ
お
よ
び
そ
れ
ら
の
続
発
症
に

問

大
気
汚
染
医
療
費
助
成
制
度

医
療
券
の
更
新
を
忘
れ
ず
に

つ
い
て
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

方
を
対
象
に
、
医
療
費
の
助
成
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

有
効
期
間
満
了
後
も
引
き
続
き

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
更
新

手
続
き
が
必
要
で
す
。
有
効
期
間

満
了
の
１
か
月
前
を
目
安
に
健
康

課
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。
桃
色
の
医
療
券
を
お
持
ち
の

方
は
、
有
効
期
間
満
了
ま
で
に
更

新
手
続
き
を
行
わ
な
い
場
合
、
資

格
喪
失
と
な
り
再
度
認
定
を
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

 

健
康
課

問

　自己負担額等詳細についてはお
問い合わせください。
 身体障害者手帳の交付を受けた
視覚障害者（児）で、医師により
夜盲、視野狭さく等の症状が認め
られる方
■助成基準額・耐用年数３９５,０００
円・８年
 自立生活支援課相談支援係（☎
０４２−３８７−９８４１）

対

問

　住居確保給付金は、離職や休業等に伴う収
入の減少により住居を失うおそれのある方等
に、求職活動をすることなどを条件に、家賃
相当額（上限あり）を支給する制度です。
　支給期間は原則３か月間、最長９か月間で
すが、令和２年度中に新規申請した場合、最
長１２か月間まで延長可能となります。
■相談窓口福祉総合相談窓口（社会福祉協議
会内☎０４２−３８６−０２９５）
 地域福祉課生活福祉係（☎０４２−３８７−９８４０）問

住居確保給付金
（家賃補助）の支給期間が

延長されます

日常生活用具の
支給対象種目に
暗所視支援眼鏡
を追加


